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下肢は心臓から最も遠い臓器であり，血流障害を

来すと切断を余儀なくされるのみならず生命予後まで

も悪化させるため，虚血性下肢潰瘍は動脈硬化症の

終末像と言われている。末梢動脈疾患（peripheral 

artery disease: PAD）の有病率は先進国で多く，年

齢とともに上昇するため，我が国では特に診療対策を

考慮しなければならない領域のひとつである。かつて

より重症下肢虚血と言われてきた重症のPADは，血

流障害に加え，その発症に糖尿病などによる神経障

害や創傷感染など多因子が関わっていることから（図）

動脈硬化のみでは説明，管理が不十分となりがちで

ある。このため，欧州心臓病学会による末梢動脈疾

患の新ガイドラインにおいて，包括的高度慢性下肢虚

血 肢（Chronic Limb-Threatening Ischemia: CLTI）

と定義された。保存的治療である高気圧酸素治療

（HBO）はこの複合的病態のいずれにおいても有用性

が認められており，昨今無作為割付試験（RCT）も報

告されるようになっている。CLTIへのHBOの効果は

RCTで4週後の潰瘍径の改善に有用性ありと報告され

る一方1，1年後の創傷治癒率と下肢切断率に差は無い

と報告された。原因として35%がHBOを継続できて

いない等物理的な問題も指摘されている2。最新のガ

イドラインではHBO単独で6週までの創修復効果を評

価する一方3，RCT結果より各種血行再建術との併用

を推奨している4。
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